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平成２２年度 入札監視委員会議事概要
北海道防衛局・帯広防衛支局

開 催 日 及 び 場 所 平成２２年１２月１０日（金） 北海道防衛局４Ｆ会議室

委 員 阿座上委員長(地域経済研究所理事長)
神谷委員(北海道教育委員会委員長)
菊地委員(大学教授)
齋藤委員(弁護士)
杉下委員（公認会計士・税理士）

審 議 対 象 期 間 平成２２年 ８月 １日 ～ 平成２２年１０月３１日

審 議 対 象 件 数 ４２件

１ 入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 総件数 ９件 （審議概要）
・局担当者から契約状況、指名停止、低入札状

一般競争（政府調達協定対象） ０ 件 況の説明
・対象件数より抽出した ９件の概要について

建 一般競争（政府調達協定対象外） ５ 件 局担当者が説明、委員による審議

設 公 募 型 指 名 競 争 ０ 件

工 指 名 競 争 ０ 件

事 企 画 競 争 ０ 件

随 意 契 約 ０ 件

建設コンサルタント業務等 ４ 件

意 見 ・ 質 問 回 答

【指名停止状況説明】○委員からの意見・質問
・特になし。
【低入札状況説明】○それに対する回答等

・帯広(22)建物解体工事は、落 ・積算が間に合わなかったとの
札率が31.79%であるが、翌日の ことであった。
入札(釧路(22)宿舎解体工事)
で、この落札業者が辞退してい
るが、辞退理由は何か。

・土質調査、解体工事について ・解体工事の予定価格は、業者
は、低入札が多分にあるようだ から見積りを取って、査定し実
が、予定価格設定について、何 情にあった価格での積算に心掛
か考慮することはあるか。 けているが、業者もコンクリー

ト造の解体が得意とか、現場が
近いとか、種々条件により違っ
てくるので、低落札の状況から
一律に予定価格を低減すれば良
いというものではないと考えて
いる。
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・土質調査に関しては、市場単
価で積算しているが、仕事が空
いていれば、極端に札を低く入
れて来る場合もある。

また、同じ会社が毎回低いと
も限らず、タイミング、時期、
場所等いろんなものが複合され
ていると思われる。

・発注者側が発注時期等工夫す ・発注時期が集中する時期とか
ればどうか。 しない時期とかあるが、できる

だけバランス、平準化を心がけ
ている。競争が激化する時期に
予定価格を下げるという訳には
いかず、なかなか難しい。

【抽出案件】
○建設工事等（北海道局）
一般競争入札方式（政府調達協
定対象外）

[札幌外(22)テレビ電波障害ａ
対策等工事]

・１社応札の考えられる理由は ・応札者を増やそうと１０地区
何か。 をまとめたが、結果的に１社で

あった。住民説明とか場所が点
・１社応札でも落札率が82.3% 在していることも要因と考え
で、かなり競争原理は働いてい る。
ると思う。

[旭川(22)庁舎新設機械追加ｂ
工事]

・１社応札であるが、追加工事 ・平成21年度に発注した３階建
の内容を説明されたい。 て庁舎の設備工事である。３階

部分の換気設備工事の一部が予
算上の都合で積み残され、今
回、追加工事として発注した。

・本体工事入札の業者数と落札 ・本体工事は１１社で落札率は
率はいくらか。 89%である。

・追加工事は、通常、随意契約 ・従来はこのような追加工事は
ではないのか。 随意契約で実施していたが、現

在、防衛省では競争入札で実施
している。

また、[旭川(22)庁舎新設電
気追加工事]では、４社が応札
している。
落札率が電気工事で90%、機械
工事は95%となっている。他の
追加工事では、複数社が入札に
参加してくる場合も多くあり、
本件工事がたまたま結果的に1
社だったということと考えてい
る。
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意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの意見・質問 ・随意契約ではなく一般競争に ・工事内容によっては責任分担
より実施されることから、落札 の範囲について、調整が必要と

○それに対する回答等 率が95%というのは、ほどほど する場合もあるが、監督官等と
の率であると思われるが、本体 もよく調整し遂行している。
工事と違う業者の場合、施工的
に問題はないのか。

[丘珠(22)整備場新設等建築ｃ
その他追加工事]

・１社応札であるが、本体工事 ・同じ業者である。
と同じ業者か。 本体工事の内装工事の一部が
また、工事内容も似たような 積み残されたので、今回追加工

ものか。 事で発注した。

○建設コンサルタント業務等
(北海道局）
公募・簡略審査型競争入札

[早来(22)燃料施設整備地質ｄ
調査]

・予定価格については、業者か ・国土交通省が定める「設計業
らの見積り方式か、また、低入 務等標準積算基準書及び設計業
札の理由は何か。 務等標準積算基準書(参考資

料 」を適用して積算してい）
る。
低入札価格調査を実施したとこ
ろ、落札業者は北海道で実績を
作りたいとのことであった。

・経済全体であるが、業界大手 ・低入札となると、質の低下等
も、価格を安くする研究が始ま 懸念されるが、監督回数を増や
って競争が激化してきている。 したり、課長を検査官として対
新規参入のための実績作り 応する等、質の低下につながら

で、価格を下げるというのは、 ないよう対策を講じている。
あまりいいことではない。 また、低落札をした業者の管

理者に対し、手持ち業務の制限
等をかけている。

[千歳外(22)資器材庫新設等ｅ
建築設計]

・１社応札で落札率が98.87%で ・今年、初めて設計業務に総合
あるが、１社応札の考えられる 評価方式を導入したため、その
理由は何か。 ことによる戸惑いと、千歳外の

地区が遠いということから応募
しなかったものと考えられる。
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・総合評価方式でなければ、1 ・公告から入札までの期間は約
社のみでなく、落札率も下がっ １ヶ月半、申込み締め切りまで
たのではないかと思われるが、 は約２０日間である。
準備期間として、公告から入札
までの期間はどのくらいか。

・総合評価方式というのは、本 ・今年度、全局的に試行するこ
来、一般競争入札の補完という とになり、北海道局も初めて導
ことで、価格競争だけでなく、 入したが、今後、増やして行き
適正な価格で、いい物を作って たいと考えている。
ほしいという観点なので、多少
は機能していると考える。

[近文台(22)燃料施設整備地ｆ
質調査]

・これも低入札であるが、こう ・確かに測量調査に関しては、
いう状態が一般化してきている ＧＰＳ等機器の発達もあるが、
ことから、価格破壊とか、条件 土質調査に関しては、技術とい
がいいという問題ではなく、精 うか経験を積んだものでないと
密機器等の発達で、オートメー 判断できないところがあり、会
ション化されて、グローバル化 社によっては、昔の経験者を現
してきている状況もある。 場に出して、経費を節減すると
今後、発注者側も工夫という ころもある。

か検討を始められてはどうか。 いずれにしても、こういう現象
を装備施設本部でも検討を始め
ている状況であると聞いてい
る。

[早来(22)燃料施設整備地質ｇ
調査（その２）]

・特になし。

○建設工事等（帯広支局）
一般競争入札方式（政府調達協
定対象外）

[帯広(22)庁舎新設建築追加ａ
工事]

・この追加工事は５社応札で、 ・躯体の内装工事等で、難しい
落札率が69.35%と低いが、追加 工事ではない。
工事の内容は難しい内容ではな
いのか。

・本体工事の落札業者も今回と ・同じである。
同じか。
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意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの意見・質問
[帯広(22)建物解体工事]ｂ

○それに対する回答等
・先ほどの低入札事案で審議し ・帯広市内の業者数社から見積
たが、これも見積りか。 りを取り、積算している。
解体工事については、専門業者
も積算システムとか持っている
ものと思われる。

委員会による意見の 〔意見の具申等〕 〔回答〕
具申又は勧告の内容

・特になし。
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２ 談合疑義案件(内訳明細書の点検結果疑義)の処理状況について

談 合 疑 義 件 数 － 件 （審議概要）
・該当案件なし

工 談 合 情 報 － 件
事

点 検 結 果 疑 義 － 件

業 談 合 情 報 － 件
務

点 検 結 果 疑 義 － 件

委員会による意 〔意見の具申等〕 〔回答〕
見の具申又は勧 ・特になし
告の内容

３ 入札結果の事後的統計について

審 議 概 要 ・順位傾向、落札率、応札率、低落札について説明

意 見 ・ 質 問 回 答

[順位傾向]
・特になし。

○委員からの意見・質問
[落札率・応札率]
・特になし。

○それに対する回答等
[低落札]
・特になし。


